
１１ 2025年（令和7年）2月5日（水曜日） （第三種郵便物認可）

　
　
　
　
　
　
　
…
釧
路
市
…

　
北
出
　
孝
行
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
き
た
で

・
た
か
ゆ
き
）
２
日
死
去
、

歳
。
新
富
士

町
２
の
６
の

７
諌
５
日
午

後
６
時
（
一

般
会
葬
午
後

４
時
〜
６
時
）
還
６
日
午
前

時
、
東
川
町

の
博
善
社
ホ
ー

ル
東
川
間
妻
久
子
さ
ん
。

　
１
９
６
５
年
に
久
子
さ
ん
と

結
婚
。
１
男
５
女
を
育
て
た
。

　
代
表
を
務
め
た
北
星
も
や
し

で
は
、
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
と

に
か
く
よ
く
働
い
た
。

　
優
し
く
穏
や
か
な
性
格
で
子

煩
悩
。
畑
や
庭
づ
く
り
が
好
き

だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大雪像の前では、記念撮影する観光客の笑顔がこぼれていた

　
【
札
幌
】

回
目
を
迎
え
た
冬
の
祭
典
「
さ

っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」
が
４
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

前
夜
か
ら
の
雪
で
大
雪
像
は
白
さ
を
増
し
、

会
場
を
訪
れ
た
多
く
の
外
国
か
ら
の
観
光
客

は
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、
雪
像
見
物
を
楽
し

ん
で
い
る
。

　
大
通
、
す
す
き
の
、
つ
ど
ー
む
の
３
会
場

に
設
け
ら
れ
た
雪
像
と
氷
像
は
計
２
０
２

基
。
昼
前
後
か
ら
は
天
候
も
回
復
し
て
プ
ラ

ス
の
気
温
と
な
り
、
歩
道
に
は
水
た
ま
り
も

で
き
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
　

　
会
場
に
は
中
国
や
韓
国
、
台
湾
な
ど
東
ア

ジ
ア
を
は
じ
め
イ
ン
ド
や
欧
米
な
ど
外
国
か

ら
の
観
光
客
が
次
々
来
訪
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
差
し
出
し
な
が
ら
大
雪
像
の
ス
テ
ー
ジ

前
に
並
ん
で
、
雪
像
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影

し
て
い
た
。
会
期
は

日
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
武
田
博
） 安
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雪
の
影
響
で
ス
リ
ッ
プ
し
た
単

独
事
故
（
根
室
市
、
４
日
午
後

２
時
す
ぎ
）

大
雪
で
発
着
便
全
便
が
欠
航
し

た
中
標
津
空
港
（
４
日
午
後
１

時
前
）

吹
雪
で
通
行
止
め
と
な
っ
た

道
道

号
（
４
日
午
後
０
時

分
ご
ろ
、
弟
子
屈
町
）

　
【
根
室
】
根
室
市
内
で
も
発

達
し
た
低
気
圧
の
影
響
で
雪
と

強
風
に
見
舞
わ
れ
た
。
市
の
危

機
管
理
課
に
よ
る
と
午
後
５
時

現
在
、
屋
根
が
は
が
れ
る
被
害

が
１
件
あ
っ
た
ほ
か
、
別
当
賀

地
区
で
午
前

時
ご
ろ
か
ら
午

後
１
時

分
こ
ろ
ま
で

戸
が

停
電
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ご
み

収
集
と
し
尿
収
集
が
一
部
中
止

と
な
り
、
春
国
岱
原
生
野
鳥
公

園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
が
臨

時
休
館
と
な
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
根
室
署
に
よ
る

と
、
珸
瑶
瑁
地
区
で
１
㌧
ト
ラ

ッ
ク
が
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
の
路

面
で
ス
リ
ッ
プ
し
路
外
に
逸
脱

し
て
横
転
。
同
乗
者
１
人
が
病

院
に
運
ば
れ
る
交
通
事
故
も
発

生
し
た
。

　
【
別
海
、
中
標
津
、
標
津
、

羅
臼
】
４
町
で
は
、
町
道
の
通

行
止
め
は
発
生
し
な
か
っ
た
も

の
の
、
ご
み
収
集
の
中
止
や
町

営
バ
ス
の
運
休
、
一
部
の
公
共

施
設
が
臨
時
休
館
す
る
な
ど
の

影
響
が
出
た
。

　
中
標
津
空
港
で
は
、
札
幌
や

東
京
へ
の
発
着
便
全

便
が
欠

航
。
ロ
ビ
ー
で
は
、
翌
日
以
降

へ
の
便
の
変
更
や
宿
泊
先
を
手

配
す
る
人
々
の
姿
が
あ
っ
た
。

広
島
か
ら
３
日
間
の
旅
行
に
訪

れ
て
い
た
高
比
良
理
さ
ん
（

）

は
休
み
の
延
長
を
職
場
に
連
絡

す
る
な
ど
対
応
に
追
わ
れ
た
。

「
空
港
に
来
る
た
め
の
運
転
も

大
変
だ
っ
た
。
学
生
時
代
、
札

幌
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、

改
め
て
北
海
道
の
雪
の
怖
さ
を

知
り
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

　
【
弟
子
屈
】
観
光
シ
ー
ズ
ン

ま
っ
た
だ
中
の
弟
子
屈
町
で

は
、
大
雪
に
よ
る
通
行
止
め
な

ど
で
予
定
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
国
内
外
の
観
光
客
が
多
か

っ
た
。
摩
周
湖
第
１
展
望
台
へ

つ
な
が
る
道
道

号
が
吹
雪
で

一
部
通
行
止
め
と
な
っ
た
た

め
、
摩
周
湖
カ
ム
イ
テ
ラ
ス
が

営
業
休
止
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
摩
周
湖
や
阿
寒
湖
な

ど
を
周
遊
す
る
定
期
観
光
バ
ス

「
ホ
ワ
イ
ト
ピ
リ
カ
号
」
が
運

休
。
同
バ
ス
が
休
憩
で
立
ち
寄

る
「
道
の
駅
摩
周
温
泉
」
物
産

販
売
所
の
野
呂
敏
克
店
長
は

「
乗
客
が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
結
構
買
っ
て

く
れ
る
の
で
、
仕
方
な
い
と
は

い
え
残
念
」
と
話
し
て
い
た
。

Ｊ
Ｒ
釧
路
駅
で
列
車
の
運
休
を
確
認
す
る
乗
客
ら

（
午
後
１
時

分
ご
ろ
）

　
観
測
史
上
最
大
と
な
る

㌢

の
降
雪
が
あ
っ
た
白
糠
町
で

は
、
朝
か
ら
雪
か
き
で
汗
を
流

す
町
民
の
姿
が
目
立
ち
、
町
議

会
議
員
と
町
民
に
よ
る
懇
談
会

が
中
止
と
な
っ
た
。
町
職
員
の

橋
汰
成
さ
ん
（

）
は
「
白

糠
に
住
み
始
め
て
６
年
目
と
な

る
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
雪
は
初
め

て
で
驚
い
た
。
出
勤
時
に
車
を

出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
た
ま
た

ま
居
合
わ
せ
た
同
僚
に
送
っ
て

も
ら
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　
北
海
道
観
光
の
た
め
２
日
に

大
阪
か
ら
家
族
３
人
で
来
釧

し
、
こ
の
日
は
Ｊ
Ｒ
で
札
幌
に

向
か
う
予
定
だ
っ
た
と
い
う
黒

谷
信
義
さ
ん
（

）
は
「
飛
行

機
が
欠
航
と
な
り
、
急
き
ょ
Ｊ

Ｒ
を
利
用
す
る
た
め
釧
路
駅
ま

で
来
た
が
、
運
休
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り

に
行
け
な
い
の
は
少
し
残
念
だ

が
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
も
旅
の

醍
醐
味
。
も
う
１
日
釧
路
を
楽

し
み
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
銭
湯
「
晴
の
湯
」
（
武
佐
２
、

小
向
秀
明
社
長
）
で
は
、
駐
車

場
の
雪
か
き
や
風
呂
の
準
備
は

進
め
て
い
た
が
、
従
業
員
の
出

勤
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
や
、

利
用
客
の
安
全
も
考
え
臨
時
休

業
と
し
た
。
小
向
社
長
は
「
朝

の
４
時
か
ら
雪
か
き
を
始
め
１

度
は
終
え
た
が
、
そ
の
後
も
雪

が
降
り
続
け
、
昼
ご
ろ
に
も
う

１
度
す
る
こ
と
に
。
今
年
度
は

雪
が
少
な
く
安
心
し
て
い
た
。

き
ょ
う
は
休
ん
で
あ
す
か
ら
ま

た
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
て
い

た
。

  

釧
路
、
根
室
管
内
は
４
日
、
発
達
し
た
低
気
圧
が
接
近

し
た
影
響
で
記
録
的
な
大
雪
と
な
り
、
両
管
内
の
全
小
中

高
校
、
義
務
教
育
学
校
が
臨
時
休
校
。
飲
食
店
や
各
事
業

所
の
臨
時
休
業
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
も
相
次
ぐ
な
ど
、
住

民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
た
。

 

（
森
崎
博
史
、
島
津
昌
和
、
鉾
之
原
頌
吾
、
水
谷
友
路
）

　【標茶】４日午後２時 分ごろ、町熊牛

原野の「風牧場」が所有するＤ型ハウスから

出火。消防車両４台が出動し、同３時 分

に鎮火した。この火災でハウスの一部を焼

き、子牛１頭がやけどを負った。けが人はい

なかった。弟子屈署によると、子牛が入っ

ていたケージにヒーターが設置されていた

という。同署などが出火原因を調べている。

Ｄ型ハウス出火、子牛１頭やけど

ポ
ス
タ
ー
を
手
に
来
場
を
呼
び
掛
け
る
廣
谷
副
館
長

　
民
間
の
調
査
会
社
、
東
京
商

工
リ
サ
ー
チ
釧
路
支
店
（
福
士

佳
宏
支
店
長
）
は
４
日
、
１
月

の
釧
根
地
区
企
業
倒
産
を
集
計

し
た
。
倒
産
件
数
は
１
件
（
前

年
同
月
１
件
）
で
負
債
総
額
は

３
１
０
０
万
円
（
同
３
億
２
５

０
０
万
円
）
だ
っ
た
。
一
方
、

法
的
整
理
に
よ
る
企
業
倒
産
を

集
計
す
る
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

釧
路
支
店
（

津
戸
淳
支
店
長
）

の
同
月
の
釧
根
管
内
企
業
倒
産

集
計
は
倒
産
件
数
が
１
件
（
同

２
件
）
で
負
債
総
額
は
３
０
０

０
万
円
（
同
５
億
１
５
０
０
万

円
）
だ
っ
た
。

　
両
支
店
で
は
、
「
人
手
不
足

や
人
件
費
の
上
昇
に
よ
る
企
業

の
負
担
が
増
し
て
い
る
。
ま
た
、

資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
が
多
い
中
、
価
格
転
嫁

が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い

企
業
が
多
い
」
と
分
析
。
さ
ら

に
、
「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返
済

負
担
の
ほ
か
に
金
利
上
昇
が
加

わ
り
、
さ
ら
な
る
重
荷
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
」
と
分
析
。
そ

の
上
で
、
「
今
後
も
こ
の
流
れ

は
加
速
す
る
と
み
ら
れ
、
企
業

倒
産
は
増
勢
を
た
ど
る
可
能
性

は
高
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
西
靖
）

釧
根
１
月
倒
産
１
件

負
債
総
額
は

万
円

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
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【
札
幌
】
道
の
２
０
２
５
年

度
当
初
予
算
案
の
編
成
作
業
が

大
詰
め
を
迎
え
、
４
日
か
ら
知

事
査
定
が
始
ま
っ
た
。

　
鈴
木
直
道
知
事
は
査
定
に
当

た
り
、
「
政
府
の
地
方
創
生
２

・
０
の
推
進
、
さ
ら
に
経
済
、

食
料
安
全
保
障
の
動
向
を
踏
ま

え
た
対
応
な
ど
、
北
海
道
に
と

っ
て
大
き
な
好
機
を
迎
え
て
い

る
中
で
の
作
業
」
と
し
な
が
ら
、

人
手
不
足
や
気
候
変
動
に
よ
る

災
害
リ
ス
ク
へ
の
対
応
な
ど
取

り
組
む
べ
き
課
題
は
多
い
こ
と

か
ら
「
道
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
り
、
北
海
道
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う

具
体
的
な
事
業
を
盛
り
込
み
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
道
財
政
が
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
限
ら

れ
た
行
財
政
資
源
を
効
果
的
、

効
率
的
に
配
分
す
る
と
の
視
点

に
立
ち
、
予
算
編
成
を
進
め
た

い
」
と
指
示
し
た
。

　
予
算
案
の
記
者
発
表
は

日
。

日
か
ら
の
道
議
会
に
提

案
す
る
。

　
　
　       

　
（
武
田
博
）


年
度
予
算
編
成

知
事
査
定
始
ま
る

　
釧
路
市
こ
ど
も
遊
学
館
（
荒

井
誠
館
長
）
は

、

の
両
日
、

同
館
で
恒
例
の
交
換
イ
ベ
ン
ト

「
と
り
＋
か
え
っ
こ
」
を
開
く
。

同
館
の
廣
谷
由
美
子
副
館
長
は

「
お
も
ち
ゃ
が
ど
の
よ
う
に
巡

っ
て
き
た
の
か
楽
し
く
学
び
な

が
ら
、
物
を
大
切
す
る
気
持
ち

を
育
ん
で
ほ
し
い
」
と
来
場
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
遊
ば
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ

を
持
ち
込
む
な
ど
し
、
ポ
イ
ン

ト
を
通
じ
て
買
い
物
を
楽
し
む

イ
ベ
ン
ト
。
ポ
イ
ン
ト
は

種

類
以
上
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
ゲ
ー
ム
を
行
う
と
獲
得
で

き
、
お
も
ち
ゃ
と
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
通
貨
の
仕
組
み

を
学
べ
る
こ
と
か
ら
毎
年
人
気

の
企
画
で
、
来
館
者
は
１
０
０

０
人
を
超
え
る
。

　
ま
た
、
シ
ョ
ッ
プ
に
並
ば
な

い
お
も
ち
ゃ
を
ポ
イ
ン
ト
で
競

り
合
う
目
玉
企
画
「
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
」
は
、
両
日
の
午
前

時

分
と
午
後
３
時
の
２
回
実
施

す
る
。

　
持
参
で
き
る
お
も
ち
ゃ
は
１

人

個
ま
で
。
時
間
は
両
日
午

前

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

同
３
時

分
の
２
部
構
成
。
問

い
合
わ
せ
は
同
館
０
１
５
４

（

）
０
１
２
２
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
長
谷
紅
瑠
美
）
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